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◆◆◆◆研究研究研究研究キーワードキーワードキーワードキーワード                                                                                                                                            

  動脈硬化 ／ 高脂血症 ／ 活性酸素 ／ 抗酸化作用 ／ ポリフェノール     

◆◆◆◆主要業績主要業績主要業績主要業績                                                                                                                                総数総数総数総数（（（（9999））））件件件件    

・Nghiem Nguyet Thu, Ta Thi Tuyet Mai, ReikoOhmori, Masatoshi Kuroki, Nguyen Van Chuyen, Nguyen Thi 

Kim Hung, Masanobu Kawakami and Kazuo Kondo: Plasma Triglyceride and HDL-Cholesterol concentrations 

in Vietnamese girls are affected by lipoprotein lipase, but not apolipoprotein CIII polymorphism. J. Nutr. 

136(6), (2006) 1488-1492. 

・Reiko Ohmori, Tamami Iwamoto, Motomi, Tago, Tadakazu Takeo, Tomonori 

Unnno, Hiroshige Itakura and Kazuo Kondo: Antioxidant activity of various teas against free radicals and LDL 

oxidation.  Lipids 40, (2005) 849-853. 

・M.Kasai, N.Nosaka, H.Maki, S.Negishi, T.Aoyama, M.Nakamura, Y.Suzuki, H.Tsuji, H.Uto, M.Okazaki, 

K.Kondo: Effect of dietary medium- and long-chain triacylglycerols (MLCT) on accumulation of body fat in 

healthy humans. Asia Pac. J. Clin. Nutr. 12(2), (2003) 151-160. 

◆◆◆◆研究内容研究内容研究内容研究内容                                                                ◆◆◆◆教育内容教育内容教育内容教育内容                                                                    

 食物と人体の関わりをテーマに、心筋梗塞、脳梗

塞をおこす動脈硬化の予防を念頭において、応用研

究を主体とした研究活動を行なっている。 

 これまで、生体内の LDL 酸化抑制作用ならびに食

後高脂血症改善作用を有する赤ワイン、緑茶などの

ポリフェノールを含有する食物の存在を明らかにし

てきた。 

 2005 年度は、クロロゲン酸を有するコーヒー、リ

ンゴにおける LDL 酸化抑制作用、紅麹のコレステロ

ール合成系に関する HMGCoA 還元阻害作用を蛋白

発現、mRNA レベルから明らかにするとともに、紅

麹の LDL 酸化抑制作用を明らかにした。また、にが

りの食後高脂血症改善作用、レモンの MMP 活性抑

制、アーモンドの LDL 酸化抑制作用などを明らかに

して、これらの成果を、日本栄養･食糧学会、日本動

脈硬化学会などで発表している。 

 学部では、生活科学部食物栄養学科で、病態栄養学、

医学概論を担当し、動脈硬化を引き起こす高脂血症、肥

満、糖尿病、高血圧、メタボリックシンドロームなどの

生活習慣病における診断、治療について食物との関わり

を中心に講義している。 

 大学院では、学部の講義を一歩すすめて、動脈硬化症

の成り立ち、老化の問題を、リポ蛋白代謝を中心に、活

性酸素と活性酸素に対抗する食物に含まれる抗酸化物の

関わりを、生体防御、この防御システムの観点から講義

している。 
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◆◆◆◆共同研究例共同研究例共同研究例共同研究例                                                                                                                                                     

・中鎖脂肪酸における体脂肪減少作用（日清オイリオ） 

・植物ステロールの血清コレステロール減少作用（日清オイリオ） 

・レモンの抗動脈硬化作用に関する研究（ポッカコーポレーション） 

◆◆◆◆特許特許特許特許                                                                                                                                                                 

・日本人のポリフェノール摂取量に関する研究 

・食物に含まれるポリフェノール量に関する研究 

◆◆◆◆将来将来将来将来のののの研究計画研究計画研究計画研究計画・・・・研究研究研究研究のののの展望展望展望展望                                                                                                                     

 様々な疾病の予防に、食物に含まれるポリフェノールを中心とした抗酸化物の関与が明らかになっている。ポリ

フェノールは、LDL の酸化抑制をはじめ、動脈硬化の進展抑制にあらゆる課程で関わっている。ポリフェノールな

どの動脈硬化抑制の役割を明らかにするとともに、病気の発症を予防する食環境を探求し、生活習慣病を発症させ

ない食生活を構築する。 

◆◆◆◆共同研究可能共同研究可能共同研究可能共同研究可能テーマテーマテーマテーマ・・・・今後実用化今後実用化今後実用化今後実用化したいしたいしたいしたいテーマテーマテーマテーマ                                                                                        

・動脈硬化予防に関する食物の研究 

・ヒトを対象にした食物の効能研究 

・遺伝子多型の検討を基にした食物の効能研究 

◆◆◆◆受験生等受験生等受験生等受験生等へのへのへのへのメッセージメッセージメッセージメッセージ                                                                                                                                

 食物と人体の関係の研究に興味のある学生諸君の来訪を待っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


